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1.はじめに
あるものごとXについて，そのものの性質の方向性が垂直方向へ大きいとき「Xが高い」という。
「Xが｛強い／大きい／多い｝」との間でゆれている語が増えているように感じられる。「高い」が使
われるXにどのような語があるかを新聞の用例を収集し，ゆれている可能性のある語を指摘する。
2.方 法
朝日新聞データベース「聞蔵Ⅱ」と読売新聞データベース「ヨミダス歴史館」を利用した。データ
数を数える場合，中央紙と地方紙，朝刊と夕刊，あるいは後日の再掲載など，記事内容がほぼ同じで，
対象の語が含まれる1文がまったく同じ場合は，どちらか一方の記事の文を数えた。漢字表記と仮名
表記は区別していない。新聞間の用例数には大きな違いがないと判断し合計した。記事自体が削除さ
れているものは除外した。
21.検索語「が高い」の調査
「が高い」を検索語とし，「Xが高い」の主語X1にどのような語があるかを調査した。
（1）調査1 2014年データ
両新聞の2014年7月1日朝刊～9月4日2夕刊を調査した。異体字を含め，検索可能な範囲の新聞
（中央紙地方紙，朝刊夕刊など）のすべての紙面を検索対象とした。
（2）調査2 1870年代～1980年代データ（見出し文のみ）
どちらのデータベースも，「見出し文」は1870年代まで検索語による検索が可能であるため，朝日
新聞は「朝日新聞縮刷版1879～1989」の広告を除き異体字同義語を含めて「東京版」「大阪版」の
朝夕刊号外付録別刷を，読売新聞は「明治大正昭和1874～1989」の異体字と「言葉の揺
らぎ」を含めて朝夕刊第2夕刊別刷号外を含めて検索した。
（26）
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1「が高い」を検索語にすると，「Xが高い。」のような主語述語の関係にある例だけでなく，「Yが高いX」
のような例もヒットする。たとえば，「子どもたちが高い意識を持って」のような修飾関係の例である。こ
れについては，「高い」が「意識」と共起関係にあると考え，用例数に含めた。このような例は多くはない
が，データについて論じる際，必要に応じてその数については述べることにする。ただし，「伸び」はすべ
て「が高い伸びを～」の例であり，ここでは数から除外した。また，「Xが高いZ」のような文では，「高い」
はZの連体修飾語と見て，述語とはいわない場合もある（渡辺実，1971）。しかし，ここでは「述語」の性
質について論じないので，便宜上「述語」と呼ぶことにする。
2 調査を開始したのが7月1日，終了したのが9月4日であるのでこの期間となった。
（3）調査3 1985年データ
それぞれのデータベースで「記事本文」の検索ができる年までさかのぼり検索した。朝日新聞は
1985年，読売新聞は1987年の各年7月1日～9月4日を調査期間とした。調査方法は調査1と同じ
である。本稿では「1985年データ」と呼ぶことにする。
22.年代の区分
以上の調査方法で調査し，年代を1874～1949年／1950～1969年／1970～1979年／1980～1989年
／1985年／2014年に分けて使用頻度を比較した。
3.主語のバリエーション
31.「Xが高い」のXの語数と用例について
「が高い」で表される主語Xにどのような語があるか，その延べ語数と頻度を年代別に表1にまと
めた。語の構成は複雑で，特に複合語はどの要素を1とするかについては問題であるが，ここでは，
原則として，単純語，派生語，複合語を基本的な単位とし，複合語がさらに他の複合語的要素と結合
したものは，基本的な単位に入れることにした。（たとえば，「波」と「津波」，「地位」と「順位」，「危険」
と「危険性」などは，それぞれ別の語としている。「価値」と「文化的価値」，「水位」と「地下水位」などは，
それぞれ区別していない。）以下，意味用法ごとに年代別の具体的な語をあげる。
32.垂直上方向や位置，数値に関わる語
国立国語研究所（1972）によれば，「高い」は，他のものとの距離関係においてはじめていえる性
質で，基準となる場や面からの垂直上方向への延長である場合を示す。これが「高い」の意味の中心
で，一般的な用法である。測定可能なそのものの性質や程度がプラス方向を表す数値や金額は「高い」
が用いられる。
321.垂直上方向の延長空間的な位置の例
1874～1949年:背（4）潮位波節
3 1950～1969年:腰身長背（2）丈バウンド
1970～1979年:家鼻
4
天井 1980～1989年:背鼻山ブランコ
5
1985年:背（5）屋根山水位日
2014年:「うねり津波波」（9）襟岸壁草丈車高身長（3）「背背丈」（10）建物展望台
鼻位置腰順位上体送球水位（2）潮位（2）天井（2）標高
6（3）
（27）
3 節 1924.7.31（読売）美粧問答 指の節が高い
4 鼻 1979.6.24（読売）［消息ETC］女研二は ・鼻が高い・（化粧によって，低い鼻を高く見せようとすると
いう内容）…「鼻」は後で述べるように慣用的表現として用いられる場合もあるが，ここでは顔表面からの実
際の高さの意味である。以下，鼻の実際の高さを表す場合は，垂直上方向に含める。
5 ブランコ 1981.4.6（読売）［子供の世界］こっちの方が高いぞー 東京都内で…「こっち」は，子どもが，
こぐブランコの位置の高さを競争していることを指している。
6 標高…「標高」は，垂直上方向の高さを示す場合とそのものがある位置の高さを示す場合とがある。「標高が
高い場所なら家でじっとしているのも立派な避難と言える（2014.8.12朝日）」のように，高さとも位置と
も判断しにくい例もある。
（28）
表1「Xが高い」の主語X
（左側は延べ語数。右側は割合で小数点第2位を四捨五入。空欄は0）
年 18741949 19501969 19701979 19801989 1985 2014
合計項 目 268100％ 95 100％ 39 100％ 46 100％ 305100％ 1781100％
垂直上方向への延長空間的位置 7 2.6 6 6.3 3 7.7 4 8.7 9 3.0 43 2.4
数値
度数 具体的数値 5 1.9 1 1.1 1 2.6 4 1.3 44 2.5
金額 具体的事物 130 48.5 53 55.8 7 17.9 2 4.3 21 6.9 4 0.2
金額 抽象的事物 51 19.0 10 10.5 13 33.3 9 19.6 50 16.4 101 5.7
－率 14 5.2 10 10.5 2 5.1 2 4.3 43 14.1 112 6.3
割合 2 4.3 3 1.0 32 1.8
－度 1 0.4 3 3.2 3 7.7 3 6.5 20 6.6 125 7.0
その他の数値 5 1.9 3 3.2 1 2.6 4 8.7 9 3.0 63 3.5
＋方向の
程度
水準や程度 1 0.4 1 2.6 5 10.9 11 3.6 84 4.7
価値質目標 8 3.0 4 4.2 1 2.6 9 19.6 20 6.6 172 9.7
慣用的用法 37 13.8 3 3.2 2 5.1 2 4.3 14 4.6 20 1.1
程度
恐れ 9 0.5
関心 2 5.1 1 2.2 9 3.0 35 2.0
効果 1 1.1 1 2.6 27 1.5
比重 2 4.3 8 2.6 2 0.1
－性 1 2.6 1 2.2 56 18.4 753 42.3
依存 1 1.1 1 0.1
作用 2 0.1
技術 3 0.2
支持 2 0.7 3 0.2
需要 10 0.6
人気 21 6.9 89 5.0
危険 1 0.3 9 0.5
リスク 1 0.3 31 1.7
非難 6 2.2
その他 3 1.1 1 2.6 3 1.0 7 0.4
「程度」の「その他」は全ての年代を通して1例だけの語をまとめた。
1949年以前 栄養 常識 疑い 1970年代 負担 1985年 緊張 蓄積 不満
2014年 関係 減少 実績 信頼 ストレス 発症 見通し
322.温度（熱）や湿度，緯度などの「度数」を具体的数値で表すことができるもの
1874～1949年:温度地温湿度発熱反アスキス熱
7 1950～1969年:地熱
1970～1979年:気温 1980～1989年:なし 1985年:温度気温湿度旅行熱
7
2014年:温度（4）海水温（5）気温（16）気温と湿度室温湿度（13）水温（3）進学熱
7
321と322は，各年代とも使用頻度は10％に満たないが，現代まで広く使われている。「温度」
「湿度」などは，その性質の度合いを示すものであり，「3242－度」の項目に含めるべき項目では
あるが，「高い」との結びつきが「3242－度」よりも強く，一般に広く使用されるためここに含め
た。
323.「金額」に関わる語
そのものの代金を具体的な数値で表すことができる語の例である。「ものを表す名詞と『たかい』
を直接に結びつけず，（中略）「ねだん」「価格」などの語を介在させることも多い」（国立国語研究所，
1972）とあるように，介在する語がある場合もある。介在する語だけがあり「ものを表す名詞」自体
が1文中にはない場合もある。また，介在する語も「値段」「価格」などの金額自体を示すもののほ
かに，「－値」「－利」などを接辞にする，やや抽象的な語もある。具体的事物と抽象的事物に分けた。
3231.具体的事物
1874～1949年:青物（2）浅漬け雨傘新巻糸や紐医者イチゴ疑いもの鰻枝豆お飾り
柿学用品鰹節金物鞄と文房具壁用品紙（2）鴨生糸きゅうり京菜魚類（2）金魚
果物熊手栗毛糸鶏卵氷（2）呉服物小松菜ゴマメ米（10）魚（7）鮭（2）刺身（3）
雑誌里芋砂糖質流れ芝居（2）しめ飾り油白酒スイカステープルファイバー製品炭
石炭石塔相場大根代用食代用品食べ物玉子タマネギ定期米ちん漬菜（2）唐辛
子投票箱中身茄子生魚ナマリ（2）肉蚤除粉（2）バカ貝白菜バナナ葉物（2）袋の
紙豚肉防寒具帽子本マグロマユ（2）蜜柑（2）蜜柑も林檎も水菓子木材木炭（2）
（3）もち米野菜（8）浴衣地綿（2）和服
1950～1969年:外国製日用品数の子株
8（43）毛糸煮干し証券（3）焼イモ野菜果物和服
1970～1979年:インスタントコーヒーコメトイレボーナス魚石油肉
1980～1989年:ガソリン家具 1985年:お布施株（20） 2014年:ウナギクリームチーズ自
然エネルギー土地
3232.抽象的事物
多様であるので，接辞および語ごとにその数を表2に示した。接辞に「金」がさらに接続する語も，
その接辞に含めた。
（29）
7 反アスキス熱 旅行熱 進学熱…この熱は具体的な数値では表せないが，具体的な数値で表せない熱の例は
全体を通してこの3例だけであったため，「熱」の分類としてここに入れた。
8 株 「建設株」などの株の種類が多様で，異なりにすると煩雑なため，「株」に含めた。
具体的事物と抽象的事物を比較すると，具体的事物は年代が下るに従って異なり語数が減少し，代
わりに抽象的事物の語数が増えている。具体的事物は1960年代まではそれぞれの年代に占める割合
も大きい。具体的事物は「高い」で表されるものとして一般的である。ただし，垂直上方向を示す
「高い」の対義語が「低い」だけであるのに対して金銭は「安い」も使え，金銭を示す「高い」は方
向性よりも程度を表すとも考えられる。
「－額」「－利」などを接辞とする語は，方向性の意味が弱まり全体に占める程度の広がりを問題に
する場合には「大きい」が使われる可能性がある。
324.比率や割合，度合いなどの数値
温度や湿度，金額以外の数値は，「高い」で示される以外の語で表される可能性がある。
3241.「－率」「割合」など
全体を規準としたそのものの占める程度を示すときにも「高い」が用いられている。「－率」はど
の年代にも用例がある。一方，「割合」は1980年代以降しか用例がなかった。
（30）
9 公定価地価物価（2）／罰金／課税関税水道税／揚げ代修繕代場代／運賃車賃（2）家賃／値
（6）／値段（7）／小売値（3）／営業費購入費生産費（2）接待費／金利／下宿料席料手数料（2）
入場料理髪料料金／勘定公設市場小売り相場査定謝礼賃銀見積もり
10 物価／税金／車代／家賃／改装費／勘定（2）給与月謝所得
11 物価（5）／税金／水道代／家賃（2）／旅費／航空便料／価格ツケ
12 地価物価／退職金／家賃／値段（2）／電話料入場料郵便料金
13 地価（4）物価（7）／価格／評価額／退職金／都民税保釈税／地代飛行機代ホテル代／値／値段（8）
／小売値／流通経費／金利（5）／授業料登山料保険料利用料料金／コスト（5）時給収入初任
給年収利回り
14 株価単価（7）地価（4）物価（2）／価格（11）／額／応札額基準額契約額受給額納税額／賃金
（3）／酒税関税（2）／えさ代定期代燃費代（2）／工賃家賃（4）／値（2）／値段（16）／維持費医療
費（12）管理費生活保護費／金利（4）／給料（2）通信料手数料保険料料金（3）／コスト（3）
残高収入所得（2）費用（2）物価や給与
表2 数値抽象的事物 （空欄は0）
項目
年 
価
価
格
額 額 金 税 代 賃 値
値
段 
値 費 利 料
その
他
18741949
9 4 1 3 3 4 6 7 3 5 1 7 7
19501969
10 1 1 1 1 1 5
19701979
11 5 1 1 2 1 1 2
19801989
12 2 1 1 2 3
198513 11 1 1 1 2 3 1 8 1 1 5 5 10
201414 14 11 1 5 3 3 4 5 2 16 15 4 8 10
「率」「割合」ともに，上方向にプラスの表現をする場合は「高い」で表されるが，方向性が弱まり，
全体に占める程度の広がりに着目する場合は「大きい」で表せる。また，「割合」は，全体に占める
量を問題とする場合は「多い」でも表すことができる。近年にしか「割合が高い」の例が現れてこな
いのは，それ以前の年代では「大きい」「多い」などの語と結びついているからだと思われるが，こ
こでは「率」および「率」の語基と「割合」の用例数の提示にとどめる。
1874～1949年:危険競争死亡（8）税率罹災利率料率
1950～1969年:吸音競争死亡（3）上昇税率占拠伸び率
1970～1979年:成長発生 1980～1989年:比率利用／割合（2）
1985年:おちこぼれ確率（2）含有競争（2）減少効率負担採用支持（5）死亡（2）視聴
組織増加（2）貯蓄投票（4）倍率発生（4）比率（6）構成比および構成
15
率（3）利益利
率／割合（3）
2014年:確率（9）子宝
16（2）減少（5）現金手取り比効率（5）再犯支持（4）死亡（6）事故
自殺受療出生（2）出塁（12）上昇進学税率（4）成功（2）正答（6）生存占有（2）打
率（4）退学託児致死（2）搭乗登録伸び倍率ヒット反射犯罪比率（11）貧困普
及変異保持未婚無回答率（3）利益（2）リサイクル利用利率離婚コストパフォーマ
ンスシェア（3）／割合（32）
3242.「－度」
「度」はものごとの性質の「度合い」を表す。度合いは，ある範囲の中での高低を表す以外にも，
強弱や多少なども表す場合があり，「高い」と「強い」「多い」などの間でゆれる可能性があると思わ
れる。以下に「度」の語基とその用例数を示した。また，1970年代からある「濃度」や1985年と
2014年にある「密度」は「濃い」との間でのゆれもあろう。
1874～1949年:依存（1891～1949年は用例なし） 1950～1969年:純質安定疲労
1970～1979年:依存危険濃度 1980～1989年:依存確度濃度
1985年:依存確度（2）完成含有危険強度残存貢献信頼進出知名（2）濃度頻度
密度（2）満足（2）ロイヤリティー（ごひいき度）
17
2014年:安全依存（11）汚染完成（8）感度 関心危険（16）期待強度緊急公開貢献
参画自由（6）重要（3）信頼精度（6）鮮度知名（4）注目（7）糖度（9）透明（3）難度
（3）難度や程度難易（7）濃度（15）頻度（9）満足（2）密度（2）露出
「依存度」は1890年から1例あり（1890.2.10読売 ウシとブタ 食用肉の代表になる普及ぶり，特にウ
シは海外依存度が高い），明治時代から現代まで長く使われている語であるといえる。
神谷（1971）が，「漢語は造語力に富むうえに，語と語との結合やその縮約が容易に行われるので，
漢語の複合語は今後も盛んになるであろうし，外来語の増加に伴ってそれらとの複合語も増すであろ
（31）
15 構成比および構成 「構成比率」の意味として，「－率」に含めた。
16 子宝率 2014.8.16（読売）勤める社員が何人の子どもを持てるかを示す「企業子宝率」が高い県内企業の
取り組みだ。…もう一つの例も同日の同記事内のもの。
17 ごひいき度 1987.8.6（読売）店に対するロイヤリティー（ごひいき度）が高いという。
う18」と指摘しているように，「率」「度」を接辞とする複合語が
増えている。1985年と2014年の異なり語数は表3の通りで，い
ずれの接辞をもつ複合語も2014年は1985年の2倍になっている。
ある語基が「率」や「度」などの接辞と結びつくと「高い」で
示すことが可能になり，結果として，多様な複合語が「高い」の
使用頻度の増加を感じさせる要因の一つになっていると考えられ
る。この点は，後で述べる接辞「－力」「－性」も同様である。
3243.その他の数値を表す語
用例は多くはないが，方向性を示すときは「高い」が使われやすい。用例をまとめて表4に表した。
「圧力」は目盛りの高さを示す場合は「高い」が使われやすい。「血圧」「眼圧」も測ったときの数
値の高さを問題にするので「高い」が使われる。しかし，ある活動を押さえつけようとする外部から
かかる力の強弱を問題にする場合は「強い」との間にゆれがあると思われる。
322から324で見てきた数値に関する語は，見出し文では使用率が比較的高い。合計すると，
1949年以前は206例（約77％），1950～1969年は80例（約85％），1970年代は27例（約70％）で，
大部分が数値に関する語であることがわかるが，1980年代は23例（約50％）で，減少傾向にある。
また，記事本文でも1985年は150例で全体の約50％を占めているが，2014年は27％（481例）に減
少しており，現代では数値に関する語以外に「高い」が使われ，「高い」の主語にばらつきがあると
いえる。
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表3「率」「度」異なり語数
年 1985年 2014年
率 23語 46語
度 16語 30語
表4 その他の数値
項目
年 圧 価 値値
19
年齢 その他
18741949 血圧（3） 栄養価（2）
19501969
血圧（2）
圧力
19701979 栄養価
19801989 眼圧 尿酸値 年齢 声
20
1985 血圧 栄養価（2） 数値 ラスパイレス指数点数指数（2）
エネルギー状態21
2014 血圧 栄養価（9） 値（2）数値（4）
血糖値（2）偏差値
年齢（6）
GDPIQカロリー（2）声（2）コ
レステロール点数（2）線量（28）
レプチン
18 外来語の複合語は，2014年の「リサイクル率」だけであった。
19 －値値 値段以外の数値を表す例。
20 声 1980.5.15（読売）［日本語］井出祥子＝5 声が高い…この記事では人間の声の高さ（周波数）を述べ
ている。慣用的な「声が高い」とは区別した。2014年にある「声」も物理的な高さである。
21 エネルギー状態 1985.8.31（朝日）やや重いのは2つの陽子が高いエネルギー状態でくっついたためらし
い…数値に含めた。
33.プラス方向に質や程度の高さを表す語
計測ができる「高さ」以外にも，ものごとの価値などがプラスの方向に大きい場合にも「高い」が
用いられる傾向がある。国立国語研究所（1972）は「高い」の意味用法について，「ものごとの質
価値が大きく，すぐれていることを表す意味用法」をもっているとし，空間性をふまえた事例をあ
げた上で，次のように指摘している。
質的にすぐれていることを表す「たかい」が多少なり空間性をふまえていて，比喩的な性質を残しているか，
あるいは慣用的な意味になり切っているかは一般的にも，個々の例に関しても，判定のしにくい，むずかし
い問題である。
ここでは，比喩的な表現も含めて，「高い」が用いられている語Xを列挙する。全体から見ると，
使用頻度は高くはないが，他の形容詞とのゆれが見られる語もある。
331.水準や程度など
水準や程度は，ものごとの位置の高さとしてとらえることができ，「高い」を述語にとりやすい。
1970年代から散見する。「水準レベル」については，2014年の記事では「レベル」が32例に対し
「水準」が9例で，現代では「レベル」（カタカナ語）の方がよく使われる。それぞれの語とその用例
数は以下の通りである。
水準レベル…1970年代:1，1980年代:3，1985年:10，2014年:41
ハードル…2014年:32
程度…1949年以前:1 グレードランク次元／格式…2014年:各1
地位…1980年代:2，2014年:5 位序列…2014年:各1
学歴…1985年:1
332.価値質目標／慣用的表現など
価値，能力的な性質，人間の内面的な価値，実現しようとする目標などは，規準となるところより
もプラス方向に大きいときには「高い」が用いられている。これらは近年に用例が集まっている。そ
れぞれの語とその用例数は以下の通りである。
価値…1980年代:1，1985年:2，2014年:21
評価…1949年以前:3，1950～1969年代:2（うち1は「書評」），1980年代:5，1985年:10，2014年:23
評判…1980年代:1，1985年2014年:各2
質クオリティー…1949年以前1950～1969年代1980年代:各1，2004年:7
能力…1985年:1，2014年:30 知能…1980年代:1 性能…2014年:10
力－力…1985年:2，2014年:34 見識人格…1949年以前:各1 人望…1949年以前:2
向上心…1970年代:1 プライド:1985年:2，2014年:1
理想…1950～1969年代:1，2014年:2
意識…1985年:1，2014年:13
以下は2014年にだけ用例のある語
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目標:2 意欲:3 モチベーション:1 －感22:2 欲求要求:3 ニーズ:7 期待:11
「価値」「欲求要求」「期待」は「大きい」が使われるが，そのものがもつ「度数度合い」に着
目すると「高い」が使用される。「評価評判」「質クオリティー」などは，そのものの価値がプラ
ス方向にある場合は「良い」が使われるが，さらに高さを示すことによってそのものの程度が著しい
ことを表現している。「期待が高い」はやや不自然にも感じられるが，2014年に11例ある。次のよ
うな例である。
2014.7.15（朝日）新たな産業としての期待が高い。
2014.7.6（読売）世界遺産登録により，地元では依然として，観光振興への期待が高い。
後で述べるが，本来は接辞「度」「率」「性」などを伴って「高い」と共起するような語が，単独で
表されるような例も近年には見られるようになっている。
「理想目標意欲，－感」などの実現しようとする目標を表す語は「大きい」が，さらに「－感」
は「強い」が使われるが，ここではそれぞれの位置的な高さに着眼しており，「高い」が使われてい
る。以下のような用例である。
1957.5.16（朝日）女性の婚期遅れは理想が高いため 新宿生活館結婚相談室調べ 東京都
2014.7.21（読売）その結果に満足できないのは，それだけ目標が高いから。
2014.8.24（読売）素直に一生懸命取り組もうとする意欲が高いと感じる。
2014.8.7（朝日）使命感が高いはずの現場がなぜ不正に傾くのか。
「見識」「人望」は1949年までに例が見られるが，「見識」は上方向への意味ではなく，広がりでい
う場合には「広い」が，「人望」は「高い」よりも「厚い」が使われる。
「力」はふつう「強い」が使われるが，「力」が他の語の接辞として使われる場合は，「高い」も述
語となりやすい。1985年に「感染力」「得点力」の2例，2014年に異なりで21例（延べ23例）23あ
った。次のような用例である。
1987.7.28（読売）小児のB型肝炎ウイルス保有者は成人に比べて他への感染力が高いといわれている。
2014.7.17（朝日）ドイツ人は勤勉で技術力が高い。
2014.7.10（読売）伸びのある直球が武器のエース植杉晃生に加え，打力もあり，潜在力が高い。
2014.7.29（朝日）囲碁将棋 勝負の駆け引きが一流で総合力が高い。
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22 －感 使命感信頼感
23 歌唱力開発力学力（2）技術力（4）決定力攻撃力資金力実行力（2）守備力集中力女子力
制球力説得力潜在力総合力（6）打撃力チーム力投手力（2）読解力発信力魅力…「魅力」
は，複合語とはいえないが1例しかなかったため，便宜上ここに含めた。本来は「高い」では表現されない
が，「商品として魅力が高い車は売れている」（2014.7.5朝日）の例があった。
対立した相手などよりもすぐれた能力を示すときに「力が強い」というが，「高い」は能力的な性
質の高さに着眼しているように感じられる。「－力」は，種々の語基と結びつくと，その能力を示す
ようになり，先に述べた「－度－率」と同様に多様な複合語が出現することになる。1989年より
以前の見出し文には「－力が高い」の例は現れなかったが，見出し文ではガ格が省略される傾向があ
るため，「が高い」を検索語とした検索では現れていない可能性もある。1985年の「感染力が高い」
は，「強い」とのゆれが考えられ，どのような語が「強い」と「高い」でゆれやすいかについても含
めて，次回の課題にしたい。
さらに「力が高い」という使われ方も，2014年に以下の2例があった。
2014.8.9（朝日）前崎 激戦の西東京大会を勝ち上がって，投打で力が高い。
2014.8.24（朝日）部長の野田芙優さん（3年）は「全国大会は俳句を見てすぐ質問したり意見を返したり
する力が高い。お客さんも多くて緊張した」
「力が高い」のように，本来は「高い」以外の形容詞でそのことがらの大きさを示している語が，
「高い」で表現されるようになっており，「高い」の使用範囲が拡大している。
慣用的な用法としては，「頭」「腰24」「香り」「声」「うわさ後釜説」「敷居」などがあった。どの
年代にも用例はあるが，近年はその使用頻度はあまり高くない。なお，「うわさ後釜説」は価値的
にすぐれているという概念は失われてその程度の著しさだけを表しており，34に入れるべき語では
あるが，「声」の意味的な拡大ととらえてここに入れた。
34.程度を表す「高い」の主語
国立国語研究所（1972）は，「高い」は，すぐれているという概念が弱まったり失われたりして，
単にそのものの程度や性質が著しいことを示す用法についても論じている。33で見た語は，ある程
度，空間性をふまえている点で「高い」が使われやすいが，その概念が弱まって，単なる程度を表す
ような語は，ほかの語とのゆれが生じやすい。
得られた用例のうち1例しかないものを除いて，「大きい」とのゆれが考えられるのは，「恐れ」
「関心」「効果」「比重」である。「恐れ」「関心」「効果」には「強い」とのゆれも考えられる。
「－性」は，2014年には753例あり，全体の42.3％を占めている。2014年では「－性」以外に
10％以上まとまった分布を示す語はない。
野村（1978）は，接辞「－性」を，A＋性（Aは「体言類:植物火山など」で，「A性の」で連体修飾語
になる傾向が強い），B＋性（Bは「相言類:安全可能など」で，「Bであること」の意味），C＋性（Cは
「用言類:信頼持続など」で，「Cすること」の意味）に分けている。ただし，BCは判定できない非自
立性の語基（「耐久」「防音」など）もあること，A＋性でも連体修飾機能を持たないものもあることも
述べている。
これに従って，収集した「－性」の語基を分類した。
A「体言類」演劇 公益（2） 収益（2） 将来 専門（3） 話題
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24 腰 1877.9.8（読売）腰が高い士族とおごりが抜けない華族 どちらも商売には向かない
B「相言類」悪質（2） 安全（11） 違法 エンターテインメント 可能（596） 確実（3） 危険（66）
気密（2） 緊急（3） 多様 透明 匿名 必要（5） 不確実 優位 利便（12）
C「用言類」依存（2） 開放 換金（1） 再発 順応 信憑（2） 信用 信頼（3） 親和 生産（2） 切迫
断熱 適応 デザイン 独立 保湿
「BまたはC＋性」蓋然（3） 採算 相関 実用 耐久 耐震 通気（2） 透水 汎用 防水
その他 耐（性）（2）
A「体言類」は，異なり語数が他の類と比べると少ない。ここに分類される語は連体修飾機能をも
つことを考えれば「高い」を述語にとらないが，得られた用例は連体修飾機能を持たない語といえる。
「公益性」「収益性」は「利益」であり「大きい」と結びつくが，数値的な語であることから「高い」
が使われていると思われる。「将来性」「専門性」は，「将来性」は「大きい」，「専門性」は「強い」
とのゆれが考えられるが，「332価値質目標／慣用的表現など」で述べた語と意味的に類似し
ており「高い」が使われたと考えられる。
野村（1978）が指摘するように，「－性」は，前部分の語基と結合して，結合語全体の品詞性を前
部分の語基と異なるものに変える特徴があり，結合対象語数の比較的多い語である。従って，B「相
言類」，C「用言類」の例が多いのは，それぞれがものごとの「性質」の意味になり，その「性質の
程度」を高さで示すことが可能になって使用頻度が高くなっているのだと考えられる。
「高い」に価値的な意味がなくなり，単に程度を表すようになっていることを示す事例として，本
来は「度」「率」「力」「性」などの接辞を伴うほうが自然な語であるものが，単独で使われているこ
とがあげられる。「関心」「依存」「危険」「技術」「支持」「需要」「人気」などで「依存」以外は近年
に例が集まっており特徴的である。さらに，すぐれていることの意味も失われて，マイナスの意味に
大きい程度を表している例として「恐れ」「危険」「非難」などがある。「恐れ」「危険」は2014年に
は9例ずつあり，頻度は高くはないが今後の使われ方には着目したい。
「高い」は単にものごとの程度を表す用法が増えていると考えられるが，一方で，これらの語は，
「｛大きな／高い／強い／深い｝X（ガアル）」のように，被修飾語として使うことは自然である。新
聞は文字数に制限があり，「Xが｛大きな／高い／強い／深い｝」の文型にすることで，文字数が少
なくなり多用されるとも考えられる。
4.「可能性」の述語25
「－性が高い」の中でも，「可能性」は，2014年では「－性」753例のうちの596例（79％）を占め
ており頻度が高い。「可能性」は「高い」と結びつきやすいのかどうかを考察する。
まず，2014年で「可能性が」を検索語として述語にどのような語があるかを調べた結果，大きさ
を示す語は，「高」「強」「多」「大」「濃」が使われていることがわかった。
そこで，この5語の各年代での使用率を調査した。調査範囲はこれまでと同じであるが，1989年
以前のデータは見出し文で「ガ格」が省略される傾向にあるので，「可能性｛高／強／大／濃／多｝」
を検索語とし，これもデータに加えた。結果は表5の通りである。活用形の違い，常体と敬体の違い
などは異なりとせず，すべて終止形で示した。
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25 注1 参照
見出し文では，「強い」よりも「強まる」が，「大きい」よりも「大」が多く使われている。品詞や
語形の違いをまとめて「高」「強」「大」「濃」「多」とし，それぞれの使用頻度をグラフ1にした。
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表5 可能性（が）｛高／強／大／濃／多｝ （数字は，実数（％），空欄は0）
年 見出し文
1985 2014
語 18741949 19501969 19701979 19801989
高
高い 1 4 16 42 646
高まる 2 2 1 9 56
高くなる 4 21
その他 高める1 高そう1 高そう1
小 計 1（4.5） 2（3.6） 6（11.3） 18（32.7） 56（23.2） 724（95.0）
強
強い 1 8 14 13 124 7
強まる 2 38 18 10 26 7
強くなる 1 5
小 計 3（13.6） 47（84.0） 32（60.4） 23（41.8） 155（64.3） 14（1.8）
大
大きい 1 1 5 3 26 11
大きくなる 2
大 15 5 8 9 3
小 計 16（72.7） 6（10.7） 13（24.5） 12（21.8） 28（11.6） 14（1.8）
濃 （濃）厚 1（濃厚）（1.9） 1（濃厚）（1.8） 1（濃い）（0.4） 9（濃厚）（1.2）
多 多い 2（9.1） 1（1.8） 1（1.9） 1（1.8） 1（0.4） 1（0.1）
合 計 22（100） 56（100） 53（100） 55（100） 241（100） 762（100）
グラフ1「可能性～」
1874～1949年は，「可能性」自体の語数が22例であまり多くないが，その22例のうち「大」が約
73％，「強」が約14％で，この年代では「大」が使われていることがわかる。1950～1969年は「大」
（10.7％），「強」（84％）で，「強」のほうが多く使われている。「高」は1970年代に約11％程度であ
るが，1980年代には見出し文では約33％の使用率になり，「大」（約22％）よりも多くなっている。
1970年代から「高」がよく使われ始めたといえるが，1985年データも含め1980年代までは「強」の
ほうが「高」よりも使用率が高いことがわかる。2014年には「可能性」は「高」が95％を占め，そ
れまで使われていた「強」「大」は約2％しか使われていない。「可能性」は「強」「大」「高」とのゆ
れを経て，現代の新聞では「高」との結びつきが強くなっていることがわかる。
さらに，「強」「大」などが「可能性」の修飾語としてどの程度使われているかを調査したところ，
表6のようになった。
データ数が多くはなく，はっきりとはいえないが以下のようなことがわかる。「濃」「多」は修飾語
としては使用されていない。「幅広い」は，修飾語として使われている。ここで着目したいのは，
2014年のデータで，「大」が11例あり「高」1例よりも数が多いことである。述語では「高」が使わ
れるが，修飾語は「大」が使われていることが特徴的である。また，いずれの語も新聞では「可能性」
の修飾語としてはあまり用いられないことも指摘できる。
5.まとめと今後の課題
「高い」は他の形容詞とのゆれがありながらも，現代では幅広く使われる傾向にあることがわかっ
た。国立国語研究所（1972）が，
「たかい」は質的にすぐれていることの万般に渡って用いられ得るわけではない。さりとて，かくかくのも
のごとに関して用いられると限定することも容易でなく，多様で自由な表現の可能性に目をおおって，無理
な足かせをはめようとする徒労になる恐れも感じられる。
と指摘している。「高い」が性質の程度の大きさを示すことから，Xは多様な語が使われている。
今後は，「人気」「関心」「－力」などの「可能性」以外の語の述語の使われ方を調査し，「高い」と
他の語とのゆれについて明らかにしたい。
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表6「可能性」の修飾語 （空欄は0）
年 見出し文
1985 2014
修飾語 18741949 19501969 19701979 19801989
強い可能性 1
大きな可能性 1 2 3 1 11
高い可能性 1 1 1
幅広い可能性 2（うち1は「広い」） 1
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